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【お煎餠
せんべい

】

94年10月に米国スタンフォード大

学で開かれた「日本の情報インフラスト

ラクチャの将来」という会合の中で、

Enhance社社長のShizu Munekata（宗方静）

さんは次のような指摘をした。

「みなさんの中にも、日本に製品やサービスを売りたい人がいる

でしょう。そういう方々に助言をしたい。それは日本人が完璧主

義者であるという事実です。それを理解する早道は、日本のデパ

ートでお煎餠を買ってみることです。まず、折り目正しい包装紙、

その中にはビニールテープで密閉された缶、ふたを開けると『こ

の煎餠の由緒』、さらに消費者の苦情を受け付ける窓口を明記し

た紙、その下に1枚ずつ包装されたお煎餠がきれいに並んでいる。

これが日本のお菓子の販売形態なのです。なんとパーフェクトな

ことでしょう」

そういえば随分昔のことだが、鳴物入りで日本上陸をした米国

の巨大食品メーカーのクラッカーがさっぱり売れず、原因不明と

騒がれたことがあった。実はその原因は売り場の棚に並んだクラ

ッカーの箱の角がつぶれていたからだという話がある。これは謎で

も何でもない。日本では箱が傷んだお菓子は売れないし、カバー

が汚れている本も本屋さんの店先で敬遠される傾向がある。

【隣の韓国から助言】

本誌の愛読者である小川和彦さんから本欄に寄せられた電子メ

ールによると、慶應義塾大学の渡辺キルヨン先生は日本人の欠点

として「お礼を2度言うこと。完璧主義であること」の2点を挙

げられたという。うーむ。日本と韓国は文化を共有していると思

っていたのに、どうも違うらしい。

お礼を2度言うという事実は、確かに外から指摘されないと気

がつかない。日本人にとってごく自然な行動様式である。例えば、

私が小川さんからプレゼントをもらうと仮定する。すると、その

場でまず、お礼を言う（1回目）。それから次に彼に会った時に

「この前はどうも」とお礼を言う（2回目）。この2回目のお礼は日

本人にとっては自然なのに、他の国の人から見ると実に奇妙なも

のらしい。

まあ奇妙な風習と言っているうちは平和なのだが、日本人の完

璧主義と2度のお礼が合体すると悲劇を生む場合がある。「あの

人はこの前のお礼も言わないで……」と非難されるかもしれない

のだから。

【過剰品質（オーバークオリティー）】

完璧主義が日本人特有であるとすると、工業製品の品質が優

秀である理由が容易に理解できる。米国の友人が「娘が大学に

入学したのでTOYOTAを購入した」と知らせてきたが、なるほ

ど、お嬢さんがハイウェイで立ち往生するのは危険だから通学用

に安心できる車を買ったのだろう。

そう思って世の中を見渡せば、日本国内、これ完璧主義の過

剰品質のオンパレードではないか。以前にMIT（マサチューセッ

ツ工科大学）を訪問した際に、帰路の地下鉄の時間を知りたく

て時刻表を見せてくれとたずねたところ、「何で時刻表を知りたい

のか」と逆に詰問されてしまった。時刻表のとおりに電車が運行

されているのは、日本とドイツとオランダくらいだという説がある。

電力の供給も電圧が安定してしているだけでなく、50Hzとか

60Hzという周波数まで較正しているというし、電話の通話品質

も相当によい。宗方さんが指摘したように、日本人の完璧主義は

生活のすみずみにまで及んでいる。

完璧主義はときには過剰品質＝高コストになるだろうが、反面

では時刻表のとおりに電車が運行されていることは経済効率のた

めにはよいことだ。すべて物事には両面があるのでそう単純では

ないが、そこはよく考えてみる必要がある。インターネットは過剰

品質の対極にあるような代物で、とても完璧とは言えない。そう

いう意味では日本にとって異質のものかもしれないが、それは「こ

れまでの日本にとっては異質であった」と過去形にすべきだろう。

日本もまた、変化しつつあるのだから。
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